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　当協議会では毎年、防災訓練、防災講演会、研
修会をそれぞれ行っています。役員会メンバーが
推進役となり、実践訓練の場合は小学校体育館、
図上訓練の場合はアストプラザを中心に実施して
います。ここでは実施した取り組みの中から二つ
を紹介します。
　一つ目は今から10年前に行われた南立誠地区
合同避難訓練です。この訓練は地区の幼稚園、
小・中学校の園児・児童生徒と保護者、地域住民
が参加し、巨大津波を想定した緊急避難訓練をし
たものです。南立誠小学校から高台の津偕楽公園
まで避難経路を確認しながら、中学生が園児・児
童の手を引いて道路や踏切を渡り、約１時間をか
けての徒歩による訓練でしたが、多くの教訓を得
ることができました。
　二つ目は防災研修で、毎年県内外の防災施設や
防災センターを訪問しているものです。参加者は
自治会の防災役員を中心に、これまで県内北勢、
南勢、東紀州への視察と研修を実施しています。
県外では、名古屋大学減災館や京都大学防災研究
所などを訪問し、地震や水害の模擬体験等も行
い、大変役立っています。

　このような防災行事も、残念なことに新型コロ
ナウイルス感染症の流行により、開催の中止や延
期などを余儀なくされました。　　　
　今年度は、２年６カ月ぶりにこれまで２回延期
していた防災講演会をアストホールで開催しまし
た。開催一週間前に新型コロナウイルスの変異株
の発生や第７波の猛威などが報道され始めるよう
な状況でしたが、感染防止対策ガイドラインに従
い感染防止対策をすることで講演会の開催が可能
となりました。「我が事 減災」「新型コロナ禍で
の防災対策」を演題に講演が行われ、参加者全員
が終始熱心に聴講していて市民の防災への関心度
の高さが見られたことは、大変有意義でした。
　このことから行事を行うときには「正確な情報に
おびえつつ、万全の感染防止対策で、前向きに実
施すること」が肝要と痛感し、今後もこの経験を踏
まえ防災行事などの取り組みを続けていきます。

　大規模災害発生時には、
上記の自主防災協議会の訓
練のように多数の人が避難
することが想定され、避難
所でさまざまな人と共同生
活を送る場合があります。
その中で女性と男性で必要
とするものが異なること
や、避難所の環境に対する
感じ方のずれなどが発生し、避難所での生活がうま
くいかなくなることがあります。
　このため、避難所運営や防災活動の際には、女性
や高齢者等の意見も取り入れることが、近年の防災

対策の中で注目されています。
　防災訓練などに参加したときには、一人一人がさ
まざまな立場になって考え、身近な配慮が必要な人
について話し合ってみましょう。
　また、避難所の運営については、近年の大規模な
地震災害の教訓から、行政のみの対応には限界があ
ることが明らかとなっています。津市では自主防災
組織・避難者・行政間の共通認識
を図るため、「避難所運営マニュ
アル策定の手引き」を策定しまし
た。地域での避難所運営体制づく
りや、避難所運営訓練にご活用く
ださい。

南立誠地区自主防災協議会の取り組み
南立誠地区自主防災協議会会長　伊藤章

　普段から、避難した時に何が必要となるのか家族や地域内で話し合いをしておきましょう。
　以下の品目は備えておくとよい物品の一例ですが、必要のない人には重要性が分からないことも多い
ため、人ごととせずに改めて確認しておきましょう。

　地震が発生した際に、動揺せず落ち着いて行動できるように、地震発生時の初動について時間ごとに
どうしたらよいのか確認しておきましょう。

　震源の規模、予想される揺れの強さなどを、
強い揺れが始まる前にお知らせするものです。

!

・身の周りを確認し、被災状況を確認する。
・テレビ、ラジオ、携帯電話など、情報収集の
　手段を確保する。

!

・テレビ、ラジオ、携帯電話などから情報収集する。
・被害状況から、自分のいる場所が倒壊する恐
れがあれば脱出する。自分のいる場所が安全
であれば無理に避難をせず、その場にとどま
りさらに情報収集を行う。

・避難用の備蓄品や服装を確認し、食料や懐中
電灯、携帯電話のバッテリーなど家族の事情
に合わせて持ち出す物品を選定する。

・今いる場所が危険であると判断した場合、避
　難所へ避難を始める。
・自分の身の安全を確保した
　上で、地域における消火活
　動や救助活動に参加する。
・家族の安否確認、職場や学
　校への安否連絡を行う。

!

・落下物から頭を守る体
　勢や、ブロック塀など
　倒壊の恐れのある場所
　から離れるなど、身の
　安全を確保する。
・安全を確保したら揺れ
　が収まるまで次の行動
　に移らない。揺れが収まったら行動を開始す
　る。
・足元に注意をしながら火の始末をする。
※自宅以外の場所で地震が発生した場合につい
　ても考えておく。
〈例〉スーパーにいた場合
　・買い物かごをかぶり(隙間を開けて密着させ
　ない)、頭を守る。
　・倒れそうな商品棚から距離を取る。

!

紙おむつベビーフード生理用品
　被災地では長期間入浴でき
ないこともあるため、汗拭き
シートなどと合わせてポーチ
に入れておき、自宅や職場に
置いておくと安心です。

　いつも食べているものを、
使い慣れた食器とセットで持
ち出せるように備えておきま
しょう。
　また、乳児用の液体ミルク
は、避難所でお
湯がない場合で
も授乳できるた
め便利です。

　東日本大震災の際には災害用
のトイレ不足により行列が発生
し、待てない人が配布された成
人用おむつに用を足したという
事例もありました。家族にトイ
レの我慢が難しい子どもや高齢
の人などがいる家庭
は、必ず事前に備え
ておきましょう。

!

避難所運営マニュアル
策定の手引き

地震による
揺れが発生


